
金
部
古
蹟
志
品
位
叶
三

候
憐
無
a
御
座
-
候
曲
、
御
算
用
場
よ
り
御
用
品
骨
奥
村
因
幡
殿
御
内
談

之
慮
に
、
建
昌
御
一
聴
-
被
目
仰
向
-
上
之
儀
に
候
へ
ば
、
不
昌
申
鍋
-
俄
一
罷
成

問
敷
候
。
然
ば
踊
百
姓
共
志
次
第
可
M

仕
皆
御
申
候
。
西
養
寺
使
借
在

タ
n
罷
越
・
家
並
人
に
懸
、
強

τ
す
L
め
申
様
成
族
は
有
v
之
問
敷

候
。
左
候
へ
ば
村
に
よ
り
人
に
よ
り
、
奉
加
に
入
不
v
申
儀
も
可
v
有

v

之
候
問
、
左
様
被
=
相
心
得
一
西
養
寺
使
借
ね
右
之
段
委
曲
被
=
申
付
-
候

様
、
寺
枇
御
奉
行
衆
へ
御
算
用
場
よ
り
申
参
候
。
御
郡
方
奉
加
之
儀
、

拙
者
共
よ
り
ク
様
に
申
建
候
事
、
前

h

で
よ
り
無
v
之
儀
に
候
へ
共
、
右

之
遇
従
-
業
叡
山
-
被
=
仰
達
一
相
昌
建
御
題
ι

被
=
仰
出
-
儀
に
候
へ
ば
、
品
ん

格
別
之
事
と
可
a
相
心
得
-
候
。
此
段
組
下
肝
煎
・
与
合
頭
共
b
震
=
申

聞
一
銭
ν
致
a
合
点
-
可
』
申
候
。
以
上
。

八
月
廿
八
日

服
部
宇
右
衛
門

波
議
事
左
衛
門

-一六

村

中

相
違
於
v
無
'
之
は
.
十
村
方
よ
り
右
使
併
に
手
代
に
而
も
附
候
て
、

組
切
に
相
廻
候
様
可
v
有
昌
御
一
雨
・
付
-
候
。
商
養
寺
の
名
を
か
り
傷
者
無
v

之
様
仕
度
由
、
彼
寺
よ
り
申
楽
候
に
付
、
右
之
遇
に
候
。
以
上
。

算

用

場

十

御
支
配
御
都
中
.
西
養
寺
奉
加
之
儀
、
先
建
耐
御
聞
有
v
之
過
に
候
。

就
v
共
奉
加
帳
に
用
候
判
印
鑑
一
枚
宛
、
十
村
一
人
宛
へ
西
養
寺
よ
り

遁
世
.
相
廻
申
使
備
十
村
方
h
罷
越
、
持
参
之
奉
加
幌
判
印
と
‘
十

村
方
に
有
v
之
判
鑑
と
見
合
候
以
後
、
相
廻
申
筈
に
候
間
.
判
鑑
見
合

御

九
月
八
日

服
部
字
右
衛
門
殿

渡
議
事
左
衛
門
殿

右
雨
遇
共
、
元
秘
三
年
の
僚
に
記
載
す
。
按
宇
る
に
‘
僧
侶
の
相
封

勧
進
の
事
は
往
昔
よ
り
あ
る
也
。
義
経
記
に
、
武
蔵
坊
加
賀
宮
樫
の

舘
に
来
り
、
是
は
東
大
寺
勧
進
の
山
伏
に
て
候
。
御
内
動
進
の
震
に

参
り
て
候
。
御
内
の
勤
進
は
い
か
や
う
に
候
ぺ
き
と
申
け
れ
ば
、
加

・
賀
の
上
品
五
十
疋
、
女
房
の
方
よ
り
罪
障
さ
ん
げ
の
篤
め
に
と
て
、

白
袴
一
腰
・
八
花
形
に
鋳
た
る
鏡
、
さ
て
は
家
の
子
・
郎
等
・
女
房
だ

ち
・
下
女
に
至
る
ま
で
、
思
ひ
/
¥
に
勧
進
に
入
り
、
惣
じ
て
み
や
う

授
に
つ
く
も
の
百
五
十
人
。
動
進
の
物
は
只
今
給
は
る
べ
く
候
へ
ど
.

も
、
来
月
中
旬
に
上
り
候
は
ん
宇
れ
ば
ι
共
時
給
り
候
は
ん
と

τ、漬

け
置
き

τぞ
出
に
け
る
。
と
あ
り
。
此
の
外
い
に
し
へ
山
伏
の
勧
進
の

事
は
、
宇
治
拾
遺
物
滞
等
に
彼
是
見
b
た
り
。
源
平
盛
衰
記
傘
品
川

四
、
法
位
寺
城
郭
合
磁
の
段
に
、
軍
兵
門
近
〈
攻
寄
せ
て
見
れ
ば
、

賭
の
働
像
を
築
地
の
後
に
掛
並
べ
た
り
。
乞
食
法
師
が
勧
進
所
か
と

ぞ
笑
ひ
け
る
。
と
い
ふ
と
と
見
ね
、
今
吾
が
加
賀
園
江
沼
郡
山
代
に

勧
進
場
と
い
ふ
地
名
も
存
せ
り
。

。
堵
司
貫
教
院
枇

今
西
養
寺
門
前
に
共
の
遺
跡
あ
り
。
明
治
三
年
の
頃
鹿
止
す
。

。
光
明
山
乗
龍
寺
社

共
の
遺
践
は
、
西
養
寺
よ
り
東
西
の
方
に
て
、
今
島
地
と
成
り
た
り
。

衆
龍
寺
は
天
台
宗
な
り
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
、
営
寺
往
古
は
加

州
石
川
郡
日
御
子
明
一
脚
之
枇
僧
に
而
、
自
性
院
蹴
海
法
印
と
申
沙
門

住
居
之
頃
は
‘
金
津
御
按
御
新
鰭
相
勤
、
御
札
献
上
仕
‘
則
利
常
卿

被
=
成
下
-
御
書
今
以
所
持
仕
候
。
寛
永
十
九
年
金
津
東
照
宮
御
濯
座

之
刻
、
光
高
様
御
意
を
以
倶
札
湖
町
配
ま
で
御
迎
罷
出
、
且
賞
一
地
台
家

不
足
に
付
、
引
越
候
様
被
a
仰
出
一
同
年
目
御
子
よ
り
引
越
‘
金
海
御

歩
行
町
地
子
地
に
寺
建
立
、
則
東
照
宮
紳
役
を
も
相
勤
。
と
あ
り
。

天
明
六
年
西
養
寺
へ
出
し
た
る
書
札
如
v
左
。

発

加
賀
園
河
北
郡
金
樺
西
養
寺
末
、
瑞
雲
山
松
詩
院
梁
龍
寺
。

一
、
居
屋
敷
境
内
二
百
二
拾
八
歩
。
但
地
子
地
。

金
滞
古
蹟
志
巻
骨
三

一
、
日
御
子
植
現
枇
、
三
聞
に
三
間
b
T
o

-
-
紳
麓
寺
加
役
借
料
一
宥
五
斗
。

方
之
外
山
林
除
地
年
貢
地
等
、
且
叉
定
式
之
牧
納
無
届
御
座
-
候
。
以

上。

天
明
六
年
八
月

乗

印

能

寺

寺

西

養

按
宇
る
に
、
三
箇
屋
版
六
用
集
に
、
天
台
俳
閤
光
明
山
飛
龍
寺
。
と
あ

り
。
さ
れ
ば
山
鋭
を
光
明
山
と
銃
せ
し
か
ど
、
後
に
瑞
雲
山
と
改
競

せ
し
に
や
。
又
日
御
子
明
一
脚
は
、
白
山
比
洋
一
脚
祉
の
末
祉
に
て
、
石

川
郡
日
御
子
村
に
銀
座
す
。
白
山
枇
械
の
大
永
紳
書
に
、
白
山
下
七

位
之
第
七
火
御
子
ま
た
日
御
子
宮
は
天
手
力
雄
命
、
今
火
御
子
村
之

枇
是
也
。
と
も
見
b
.
寅
永
元
年
取
調
奮
偲
曹
に
‘
石
川
郡
日
御
子

村
の
宮
林
、
白
山
檎
現
養
老
元
年
此
所
よ
り
白
山
へ
運
座
之
由
申
停

へ
、
普
は
駐
堂
飴
多
有
v
之
、
枇
領
も
六
千
石
附
有
v
之
由
申
体
。
た

E

里
俗
の
僻
践
を
載
せ
た
り
。
此
の
紳
鑑
は
白
山
記
に
、
白
山
東
有
二

自
共
色
極
赤
似
火
色
吋
司
会
不
v
似
a
飴
一
山
吋
固
定
鋭
昌
火
御
子
峰
吋
と
見
ね

た
れ
ば
‘
白
山
の
山
中
た
る
火
御
子
峰
K
銀
座
し
給
ふ
紳
鍵
を
舵
り

て
、
火
御
子
明
一
柳
と
稽
し
、
村
名
も
火
御
子
村
と
呼
ぴ
た
る
を
、
今

ニ
七




